
2

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉  

尾
根
の
あ
た
り
に
雲
が
横
切
る
宵
の
う
ち
は
、
せ
っ
か
く
待
っ
た
月
が
出
て
も
月
の
出

に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
ま
た
待
た
れ
る
こ
と
だ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
四　

秋
歌
上
414　

道
因
法
師

山
の
端は

に
雲
の
横
ぎ
る
宵よ
ひ

の
間ま

は
出い

で
て
も
月
ぞ
な
ほ
待
た
れ
け
る

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

11 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

ひ
よ
う
と
し
て
寒
き
風
来
る
山
は
な
に
上う
は
ぎ衣
い
そ
ぎ
着
け
ぬ
氷こ
ほ
り
ざ
わ沢か
も 

（
北
原
白
秋
）

夕ゆ
ふ

さ
れ
ば
潮し
ほ
か
ぜ風
越
し
て
陸み
ち
の
く奥
の
野の

田だ

の
玉た
ま
が
は川
千
鳥
な
く
な
り 

（
新
古
今
和
歌
集
643
）

斜
日
低
山
片
月
髙　

睡
餘
行
薬
繞
江
郊 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大
）

籠こ

に
も
り
て
柿
お
く
り
き
ぬ
古
里
の
高
尾
の
楓か
へ
で

色
づ
き
に
け
ん 

（
正
岡
子
規
）

山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば 

（
古
今
和
歌
集
315
）

弾
琴
復
長
嘯 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉  

朝
の
海
へ
小
舟
で
行
く
と
、
冷
た
い
海
に
海
苔
篊ひ

び

が
並
び
、
そ
の
向
こ
う
に
は
雪
を
ま

と
っ
た
逆
さ
不
二
が
白
く
明
る
く
見
え
て
い
た
。

〈
作
者
〉 

北
原
白
秋
（
一
八
八
五
〜
一
九
四
二
）

〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
よ
り
「
海
阪
」（
岩
波
文
庫
）

海
苔
の
田
は
上う
は

潮じ
ほ

寒
き
海ひ
び朶
の
間ま

に
逆さ
か

さ
の
不
二
が
白
う
明
り
来

新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

あ
た
ゝ
か
き
日
を
端
居
し
て
庭に
は

を
見
る
萩は
ぎ

の
芽
長
き
こ
と
二
三
寸

〈
大
意
〉  

暖
か
い
日
に
、
気
分
が
よ
い
の
で
縁
先
で
庭
を
眺
め
る
と
、
萩
の
芽
が
長
く
伸
び
て
い

る
の
に
気
が
つ
い
た
。

〈
作
者
〉 

正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九
〇
二
）

〈
出
典
〉 

日
本
近
代
文
学
体
系
16
「
正
岡
子
規
集
」

漢 
字 
半 
紙

〈
出
典
〉

   

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅰ
』
よ
り　

楊
公
達
（
宋
）

〈
読
み
〉 

菊き
く
し
ょ
う松
喜き

色し
ょ
く

多
し

〈
大
意
〉 

菊
と
松
が
合
わ
さ
り
、
喜
び
多
し
。

菊
松
多
喜
色

左
の
語
句
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。（
書
体
自
由
）  

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

成
る
に
垂
な
ん
な
ん

と
し
て
穡し
ょ
く

事じ

は
苦は
な
は

だ
艱か
ん
な
ん難
な
り
。
雨
を
忌い

み
風
を
嫌
い
更
に
寒
き
に
怯お
び

ゆ

〈
大
意
〉  

農
事
は
、
も
う
す
ぐ
収
穫
と
い
う
時
に
ひ
ど
く
苦
労
す
る
も
の
だ
。
雨
が
降
ら
な
い
か

と
恐
れ
、
風
を
き
ら
い
、
そ
の
う
え
寒
さ
に
や
ら
れ
ぬ
か
と
お
び
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
』

垂
成
穡
事
苦
艱
難

忌
雨
嫌
風
更
怯
寒

か 

な 

半 

紙

　
　
　
　
　

課
題
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
高
蔭
書
『
つ
れ
〳
〵
く
さ
』
臨
書

　
今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部  

今
月
の
出
品
期
間
9
月
29
日

（木）
～
10
月
12
日

（水）
必
着

会
友
～
準
六
段

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典（
講
談
社
）、
五
體
字
類（
西
東
書
房
）、
大
字
典（
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑（
書

藝
文
化
新
社
）、
広
辞
苑（
岩
波
書
店
）、
古
語
辞
典（
旺
文
社
）な
ど
を
見
た
い
。

海
朶
（
篊
）
… 

海
苔
・
牡
蠣
（
か
き
）
な
ど
の
養
殖
で
、
胞
子
・
胚
子
を
付
着
さ
せ
る

た
め
、
海
中
の
干
潟
に
立
て
る
枝
付
の
竹
・
粗
朶
（
そ
だ
）、
網
の
類
。
















